
教育研究評議会（第 122 回）議事要旨 

 

 

Ⅰ．日  時 2013 年（平成 25 年）7月 23 日（火）14 時 30 分～15 時 35 分 

  

Ⅱ．場  所 本部管理棟 中会議室 

  

Ⅲ．出 席 者 立石学長、宮崎理事、金口理事、村上理事、林副学長、相馬副学長、浦田副学

長兼保健管理センター所長、岩崎務大学院総合国際学研究院長、川口言語文化

学部長兼外国語学部長、岩崎稔国際社会学部長、伊東留学生日本語教育センタ

ー長、栗原附属図書館長、黒澤大学院総合国際学研究院副研究院長、金井大学

院総合国際学研究院副研究院長、水野言語文化学部副学部長、吉田国際社会学

部副学部長、飯塚アジア・アフリカ言語文化研究所副所長、藤森留学生日本語

教育センター副センター長、栗田総合情報コラボレーションセンター長（合計

19 名） 

  

Ⅳ．配付資料 1. 教育研究評議会（第 121 回）議事要旨(案) 

2. 特別研修制度の見直しについて 

3. 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科修士課程医歯理工学専攻医療管理政策

学（ＭＭＡ）コース専門部会設置要項新旧対照表（案） 

4. 平成 25 年度 大学の世界展開力強化事業 構想調書 

5. 国立大学法人東京外国語大学経営協議会学外委員の任命について（案） 

6. 国立大学法人東京外国語大学学生相談室規程新旧対照表（案） 

7. ミッションの再定義（人文・社会科学分野等）について 

8. 国立大学法人及び大学共同利用機関法人の第 2 期中期目標期間の教育研究の状況

についての評価に係る「実績報告書作成要領」の決定及び「評価実施要項」の改

定について（通知） 

9. 大学等間国際学術交流協定の締結について（申請）他 

 

○ 教育研究評議会(第 121 回)議事要旨確認について 

立石学長から、教育研究評議会第 121 回の議事要旨について、確認願いたい旨の発言があ

り、これを確認した。 

 

Ⅴ．議  事 

 

＜審議事項＞ 

1． 特別研修制度に関する規程の見直しについて 

金口理事及び佐伯人事労務課長から、配付資料 2 に基づき、特別研修制度に関する規程の

見直し等について説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

2． 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科修士課程医歯理工学専攻医療管理政策学（ＭＭＡ）

コース専門部会の設置について 

相馬副学長から、配付資料 3 に基づき、東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科修士課

程医歯理工学専攻医療管理政策学（ＭＭＡ）の設置に伴う規程の改正等について説明があり、

審議の結果、これを承認した。 

 

3． 「世界展開力強化事業」の申請について 

岩崎国際社会学部長から、配付資料 4 に基づき、平成 25 年度「大学の世界展開力強化事



業」に申請することについて説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

4． 経営協議会学外委員の任命について 

立石学長から、配付資料 5 に基づき、経営協議会学外委員の任命について説明があり、審

議の結果、これを承認した。 

 

5． 学生相談室規程の改正について 

浦田副学長から、配付資料 6 に基づき、学生相談室規程の改正について説明があり、審議

の結果、次の修正点を含みこれを承認した。 

＜修正箇所＞ 

第 3 条(2) 

修正前：「留学生日本語教育センター教授会及び・・・」 

修正後：「留学生日本語教育センター及び・・・」 

 

＜報告事項＞ 

1． ミッションの再定義について 

宮崎理事から、配付資料 7 に基づき、ミッションの再定義に係る今後の進め方等について、

説明があり、期限（8 月中旬）の都合上、提出内容は部局長に一任することとした。 

 

2． 第 2 期中期目標期間における教育研究評価について 

澤田学長特別補佐から、配付資料 8 に基づき、大学評価・学位授与機構から通知のあった

第 2 期中期目標期間における教育研究評価に係る実施概要等について、報告があった。 

 

3． 国際学術交流協定の締結について 

宮崎理事から、配付資料 9 に基づき、次の 3件の国際学術交流協定の締結について、報告

があった。 

1) アザット・ジャンムー・カシミール大学（パキスタン） 

2) カザフ国立大学（カザフスタン） 

3) チュラロンコーン大学（タイ） 

 

4． 避難訓練について 

大高施設課長から、10 月 30 日に学生教職員全員を対象とした避難訓練を開催する旨、報

告があった。 

 

＜その他＞ 

○ 立石学長から、次回の教育研究評議会については、9月 24 日（火）に本部管理棟 2 階中会議

室において開催する予定としている旨、連絡があった。 

 

                                      以上 


